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■
■■■「社会共生実習」とは、龍谷大学社会学部の

全３学科が共同運営する地域連携型の実習です。

龍谷大学社会共生実習ニューズレター

Infinity Vol.19
～大学と地域の協働力は無限大∞ ～

「地域エンパワねっと・大津中央」の活動風景

2025年度 プロジェクト活動開始

当該実習では、現場実習を通じて、障がい児支援や共生社会のあり
かたについて学びます。

4/18（金）には、実習受け入れ先である“放課後等デイサービスゆ
にこ神領・ゆにこ神領重心”（以下、“ゆにこ”）にて、増田裕介さん
（代表取締役）からオリエンテーションを受けました。

「放課後等デイサービス」とは、小・中・高校のいずれかに通って
いる「障害児」童が利用できるサービスです。
“ゆにこ”では、平日の放課後と土曜日の支援が中核の業務となります。
“ゆにこ”には、元小児がん病棟の看護師や元小学校の先生、公認心理
師など、さまざまなスキルのあるスタッフがおられますが、どのス
タッフも利用者の子どもたちにとっては「“ゆにこ”の先生」であるこ
とを共通認識とし、スタッフみんなで子どもたちを支えているのだと
いう想いを大事にされていることを教わりました。

▲実習先のゆにこにてオリエンテーション

地域エンパワねっと・大津中央（担当教員：脇田 健一）

農福連携で地域をつなぐー
「地域で誰もがいきいきと暮らせる共生社会に向けて」（担当教員：坂本清彦）

この実習では、受講生たちが実習先滋賀県栗東市
のNPO「縁活」で障がい者が農業で働く農福連携を
通じた地域づくりを実地に経験しています。受講生
たちは、「縁活」が運営する農福連携事業「おも
や」の農園でトマトの誘引作業やジャガイモの収穫
をお手伝いしたり、おもやの方々と一緒に地元の神
社の朝市で地域住民と交流するなどの活動を行って
きました。

今後も、季節ごとの農作業のお手伝いに加えて、
おもやでの交流活動の企画、おもやの農産物や加工
品のマルシェ販売などを行う予定です。

この実習では、滋賀県大津市の中心市街地にある中
央学区の住民の皆さまとのコラボを通じて、地域活性
化に取り組みます。課題を地域住民とともに学生自身
が見つけ出し、その課題解決に向けて活動します。

それらの学びをもとに、5/18（日）に「大津市中央
学区」に赴き、実際にまち歩きをおこないました。ま
ち歩きでは、要所で担当教員による解説がなされまし
た。

今回のまち歩きが今年度の受講生たちの活動にどの
ように影響するのか、今後の展開を見守りたいと思い
ます。
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子どもの成長が目に見えるように。

◆12月28日(土)

特産品アイデア
お披露目会
（坂本プロジェクト）

◆2020年
1月10日(金)
社会共生実習
活動報告会

◆2020年
1月19(日)
大津エンパワねっと
後期報告会
（エンパワ）

お寺の可能性を引き出そう！
－社会におけるお寺の役割を考えるー（担当教員：猪瀬優理・古莊匡義）

障がいがある子どもたちの放課後支援（担当教員：土田美世子）

当該実習では、障がいがある子どもの原
画での実習を通じて、障がい児支援や共生
社会のありかたについて学びます。

4/18（金）には、実習受け入れ先であ
る“放課後等デイサービスゆにこ神領・ゆ
にこ神領重心”（以下、“ゆにこ”）にて、
増田裕介さん（代表取締役）からオリエン
テーションを受けました。

今年度は５月の連休明けからそれぞれの
担当する子どもたちと関わらせていただき
ながら学んでいきます。その関わりの集大
成として、7/5（土）に受講生考案のイベ
ントを企画しアウトプットする予定です。

コミュニティの情報発信！レク龍プロジェクト（担当教員：久保和之）

Webサイト・SNS では
最新の情報を随時更新中♪

滋賀県レクリエーション協会の広報活動につい
て、広報誌の編集発行作業・ホームページの管理
運営などの仕組みや内容を学ぶとともに、現状の
問題点を探り、解決に向けて企画・運営していき
ます。

5月6日（祝）には、実習受け入れ先の滋賀県
レクリエーション協会の理事・評議員会に参加し、
地域団体の事業や制度について学びました。そこ
では、フライングディスクやキンボールスポーツ
などなじみのないスポーツの存在を知り、実習で
進めていく広報活動に必要な情報収集の重要性に
気づきました。実際に広報誌の編集も経験し、さ
らなる広報活動の充実に向けて実習を進めていき
ます。

この実習では、お寺の社会活動に参加しながら、地域におけるお寺の役割と可能性を考えます。5/17
（土）には、本願寺に伺い、齋藤英明さん（浄土真宗本願寺派 教化部 部長）に、現代社会において浄土
真宗本願寺派の置かれている状況をふまえながら、「ご縁づくり」に対する本願寺派の考え方や教化部の
具体的な取り組みについてご講演いただきました。講演後は、畑中阿難さん（浄土真宗本願寺派 教化部
事務職員）に、一目では見落としてしまいそうな面白いポイントをたくさん教えていただきながら、本願
寺の貴重な文化財を特別にご案内いただきました。
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